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裏表紙 

▲６月２２日実施「ボランティア演奏会」の様子～ケアホーム春風にて 

※詳細は P４ページへ掲載しております 
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令和７年度は、全国各地で自然災害が相次ぎ、平時からの災害対策や地域における支え合い活動の重要

性を改めて認識する一年となりました。また、少子高齢化の進行や介護人材不足の深刻化に加え、地域住

民が抱える生活課題や福祉ニーズも多様化しており、社会福祉協議会に求められる役割はますます大きく

なっております。 

このような状況の中、本会としましては、地域共生社会の実現に向け、地域住民とのつながりや支え合

い活動を大切にしながら、地域福祉事業及び介護保険事業の推進に努めてまいりました。 

地域福祉事業については、「社協の泉」の発行やホームページの更新を通じ、社協活動の周知と福祉意識

の向上に努めるとともに、小地域ネットワーク活動やふれあいサロン事業、ボランティア体験事業などを

継続して実施いたしました。 

災害ボランティアセンター設置運営訓練では、災害時に円滑な支援活動を行うため、関係機関との連携

を図りながら、平時からの体制整備と意識向上に努めました。 

また、権利擁護センター事業では、相談・支援件数が増加し、法人後見受任につながるなど、成年後見

制度に対する地域住民の理解と利用促進が図られました。 

介護保険事業については、利用者ニーズの把握に努めながら、安全かつ安定したサービス提供を行いま

した。訪問介護事業では、利用件数の減少が見られた一方、居宅介護支援事業及び通所介護事業では利用

件数が増加しており、在宅生活を支える介護サービスの重要性が高まっていることから、引き続き職員の

処遇改善や働きやすい職場づくりを進め、人材確保とサービスの質の向上に努めてまいります。 

地域住民の生活課題や福祉ニーズに寄り添いながら、住み慣れたこの町で安心した暮らしができるよ

う、地域の助け合い、地域福祉づくりを目指し、町をはじめ各関係機関、団体と地域住民の皆様のご支援

とご協力を賜り、次の重点事業項目を中心に各種福祉事業を実施いたしました。 

収入 109,855,476 円 
（前年度繰越分より補てん 6,788,577 円） 

支出 116,644,053 円 



２ 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

751 

1,125 

657 

303 

0 

905 

1,077 

595 

85 
0 

0

200

400

600

800

1000

1200

要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

R7年度 R6年度

115 

92 

4 

21 

0 0 

81 

141 

51 
61 

0 0 
0

20

40

60

80

100

120

140

160

区分1 区分2 区分3 区分4 区分5 区分6

R7年度 R6年度

3 2 

835 

563 

329 

113 
34 0 0 

805 

554 

249 

127 
57 

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

要支援1 要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

R7年度 R6年度

456 549 

3,670 

2,604 

1,484 

373 
0 

412 559 

4,866 

3,320 

1,834 

629 
58 

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

要支援1 要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

R7年度 R6年度



３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

権利擁護センターでは、大切な方の財産や、誰もが当たり前にある権利を

守る、お手伝いをさせていただきます。 

ご相談は無料で、秘密は守ります。お気軽に下記までご相談ください。 
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♥ ♥
 訪問介護員（ホームヘルパー）が自宅を訪問し

食事・排泄・入浴・掃除などの生活支援を行って

おりますが、ごみ出しについては、本町のごみ出

しの収集日とサービス利用者が希望する訪問日と

合わない場合は、やむを得ず収集日前に出さなけ

ればなりません。こうした場合、住民皆様には訪

問介護サービスの支援によるごみであることを認

識していただくため、『介護シール』を添付し、活

用させていただきますのでご理解願います。 

 

「まだ元気だから大丈夫」 そう思っていても、年齢を重ねると、思いがけない出来事が起こることが

あります。『認知症などで、お金の管理が難しくなったら？』『身寄りがなく、頼れる人がいないとき

は？』そんな「もしもの時」に備えるために、知っておきたい制度や地域の支えについて、分かりやす

くお話しします。 難しい法律の話ではありません。 実際の事例を交えながら、「自分らしく安心して暮

らし続けるためのヒント」を一緒に考えてみませんか。 

  
 日 時：  

場 所： 

講 師： 北海道社会福祉協議会 地域福祉部権利擁護課 課長 戸嶋信司氏  

申 込： に、電話（2-2042・2-2702）または 

保健センター窓口へお申込みください。（担当：春田） 

～成年後見制度・地域の支え合いについて学ぶ～ 

障がいのある子ども

の将来が不安 

 

 そんなとき! 

一人暮らしでお金の

管理や手続きが出来

なくなるかもしれない 

 

 
社会福祉協議会内）☎2-2042・2-2702  

月～金曜日／午前 8：30～午後 5：30 
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６月２２日(月)、『オカリンコ・クシロ』の皆様によるボランティア演奏会が、ケアホーム春風にて行わ

れました。 

当日は、オカリナ奏者の大垣紀恵さん・マンドリン奏者の大友良子さん・番場なごみさん・マンドラ奏

者の大友博勝さんの４名を迎え、「おぼろ月夜」や「野に咲く花のように」など計６曲をご披露いただきま

した。 

 演奏終了後、利用者様から「アンコール！」の声があがり、「丘を越えて」の演奏に合わせて全員で歌い

ました。 

６月２５日(木)、白糠町老人クラブ連合会（大石静雄会長）主催のパーグゴルフ大会が、駒の里ふれあ

い広場パークゴルフ場にて行われました。 

当日は天気にも恵まれ、各老人クラブ会員と一般参加合わせて３２人が参加し、Ａコース・Ｂコース計

１８ホールを回りながら、終始和やかな雰囲気で競技が進みました。さらに、見事ホールインワンを達成

された方もおり、参加者から大きな拍手が送られました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「社協の泉」は、赤い羽根共同募金の一部助成を受けて発行しています。 

前回号以降分（順不同） 

社会福祉法人 白糠町社会福祉協議会 
 

〒 ０８８-０３３１ 白糠町東１条北１丁目１番地９（白糠町保健センター 内） 

TEL ２-２０４２／２-２７０２  FAX  ６-００３８ 

ホームページアドレス 

・指定居宅介護支援事業所 ・指定訪問介護事業所 ・基準該当身体障害者居宅介護事業所 

・白糠町権利擁護センター ・通所介護事業所 ケアホーム春風 
（白糠町庶路宮下５丁目３番地２３／ TEL ５-９６００） 

 

心温まるご協力いつもありがとうございます 

※ 社協プルタブ回収 BOX に寄贈をしていただいた皆様もありがとうございます。 

音喜多 里子 様（東１南４）                 石井 登 様（庶路１）           

    １１，０００円      １１，０００円      

山内     武志 様（東２南３）                       

１６，０００円 
                                 

６月３日（水）、高橋清美会長(中央)・

山内敏明幹事(左)よりプルタブを２０kg

ご寄贈いただきました。 

６月１１日（木）、桧森会長ほか４名より、マ

リーゴールドやベコニアなど４種類・計３０

株を寄せ植えにしてご寄贈いただきました。 

７月６日（月）、石田正義会長(中央)・木

村忠治副会長(左から２番目)・濱野則子

事務局長(左)よりプルタブを２０kg ご寄

贈いただきました。 

【会葬お礼はがき利用料金の変更について】 

各町内会長様宛へご案内しておりますが、この

度、昨今の物価高騰に伴い、令和８年７月１日納

品分より料金の改定（各枚数ごと 1,000 円増）を

させていただきます。 

ご利用になる場合は、『白糠印刷』様へ直接ご連

絡願います。 

例：50 枚 7,000 円→8,000 円 

  100 枚 9,000 円→10,000 円 


